
       Ver 1 

MuWiC 応用例（１１） 

温 度 指 示
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解説 

液温を最短時間で４０℃まで上昇させ、

かつ高精度に保つ為には、調節計のヒータ

ー１本では不可能です。 

 そこで、調節計は高精度用に使用し、複

数のヒータはＯＮ／ＯＦＦ制御で、調節計の

制御範囲まで最短時間で加熱します。 

４０℃ 

ﾋｰﾀ ４  ３   ２    １ 

調節計制御範囲 ヒータＮｏ   用途     制御範囲 

  １     高精度制御  ０～４０℃ 

  ２     急加熱     ０～３８℃ 

  ３     急加熱     ０～３５℃ 

  ４     急加熱     ０～３２℃ 

 

ヒータ容量 

ヒータ１＜ヒータ２<ヒータ３<ヒータ４ 

０℃ 

応用例 

 真空ポンプ起動順序 

 薬液充填 

 重量計測 

 乾燥炉温度設定 

 冷却回路 

 

 

メリット 

 高価な温調計は１個で良い。 

 急加熱を行う時だけ電気容量が最大

になり、精密制御は最小容量のヒータ

が使われるので省エネルギーになる。 

 ローコスト 

 最短時間で加熱が行われるので、待

ち時間が少なくなる。 

 

短時間加熱と精密加熱を同時に行う 

 

温水槽、電気炉、焼鈍炉、乾燥炉等の初期加熱、加熱時間の短縮に有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度が上昇するにつれて、ヒータが順次切れ、最後は調節計が高精度な温度調節を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


